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７．重機

（１）フォークリフト

７．重機 （１）フォークリフト ① ２４

スタブルカルチをフォークリフトで持ち上げて、爪先を交換する作業中、落としたボ

ルトを拾って、立ち上がったところ、頭を爪先にぶつけ、頭部裂傷。

（平成27年3月下旬 午後4時半頃、男性・44歳）

事故の概況

フォークリフトにアタッチメントを取り付けて、スタブルカルチ（チゼル8列、使用年

数5年）を地上高約１ｍに持ち上げ、摩耗したチゼル（爪先）を交換する作業を行ってい

た。スタブルカルチの下に落としたボルトを拾って立ち上がったところ、頭をチゼルにぶ

つけた。

頭を触ったところ出血していたので、

タオルでしばらく押さえていたら血は止

まったが、場所が場所だけに心配になり、

病院へ行こうとした。その日は日曜日だ

ったため、119番通報して休日診療して

いる病院を教えてもらい、自分で運転し

て病院へ行った。処置を受けた後、脳外

科での診察を勧められたので、翌日、MR

I診察を受けたところ、内部の異常は認

められなかった。

事故原因と対策

機械の下に潜り込んだ場合には、必ず立ち上がる動作を伴う。その際、上部に何かがあ

ると、衝突、激突の可能性

がある。常に頭部に注意が

向いているわけでは無く、

ヘルメットなどの防護が必

要である。

また、重量物を持ち上げ

た場合は、落下防止策が講

じられていない限り、その

真下に入るべきではない。

物を落とした場合は、棒な

どを使って重量物の真下か

ら移動させてから拾うよう

心がける必要がある。

作業機をフォークリフトで持ち上げるためのアタッチメント

フォークリフトで持ち上げ、爪先を交換中、ボルトが床に落ち、拾った後
立ち上がったとき、頭をカルチのいずれかの場所に強打、頭部裂傷。
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７．重機 （１）フォークリフト ② ２５

フォークリフトでトマト残渣の運搬時に、路肩から３ｍ下に転落し左脚挫滅。

（平成23年8月上旬 午前11時頃、男性・61歳）

事故の概況

フォーク部分に載せた高さ2.5mほどのトマト残渣を捨てるため、フォークリフトで未舗

装農道を走行していた。突然、強い風が吹いてきて土埃が舞い上がり、前が見えなくなっ

て停車したところ、左路肩の方にフォークリフトが傾いて、あわてて屋根の桟に両手で飛

びついたが、そのまま３ｍ下に横向きのまま滑って落ちていったフォークリフトごと転落

し、左足の下腿部を屋根の側端に直撃された。フォークリフトはバウンドしたため脚を抜

くことができた。

事故当時、近くに人はいなかったが、大声を上げて助けを求めたところ、集落の人が聞

きつけて娘さんに連絡してくれた。2人がかりで崖から引き上げてもらい、娘さんの運転

するトラックで診療所に運ばれたが、そこからさらに救急車で総合病院に搬送、治療を受

けた。左足の膝下から足の甲まで半分皮膚がとれてしまって骨が露出し、腫れ上がってい

た。8ヶ月入院し、その後1

年半は週に2回、現在も週に

1回通院している。今も左足

は膝が90°までしか曲がら

ず、冷えると痛みが出るの

でカイロを３つ貼っている。

皮膚移植もしてみたが、復

帰後の立ち仕事で鬱血して

壊死したため皮膚は元に戻

っておらず、腓骨もない。

現在、農作業で低い姿勢で

の作業は台車に座って行っ

ている。

事故原因と対策

残渣を捨てに行く回数を減らそうとフォークリフトに多く積んで前が見づらくなるの

で、フォークをできるだけ下げたために、当時未舗装で凸凹だった路面を擦って土ぼこり

が舞い上がりやすい状況であったこと（手順）、および、未舗装農道の路肩が弱かったこ

と、停車したところの道幅が少し狭かったこと（環境）。また、盆前ということで旅行の

予定があって少しあせっていたところもあった（人）。

事故後は、軽トラックに残渣を積んで捨てに行っている。また事故後は若い人たちはフ

ォークリフトに乗るときにヘルメットを被るようになった。なお、当時未舗装だった道路

は途中まで、今年 1月に舗装された。さらに事故後、労災に入った（特別加入制度）

道幅は約３ｍ(所々10数cm狭い)、斜面３ｍ・斜度３０°
道路は途中まで舗装されていたが、転落現場は未舗装
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８．電動工具

（１）グラインダー

８．電動工具 （１）グラインダー ① ２６

ビニールハウスの鉄パイプのバリを取ろうと、サンダーをパイプに当てたとき、バリ

の一部が目に飛び込んで負傷した。 （平成26年1月中旬 午後2時頃、男性・31歳）

事故の概況

自宅前のビニールハウスの補修をしていた。ハウスのパイプが荒削りのためにパイプの

切り口にバリが出ていた。バリを取り滑らかにしようと重さ2.28kgのサンダーを右手に持

ち、パイプにあてたところ、ちょうど目の位置にあったためにバリの一部が左目に飛び込

んだ。いつもはしているゴーグルも、そのときは、ちょっとの時間だからとしなかった。

その日は、水洗程度で我慢。翌日、目の中がごろつき、自車で15分ほどの眼科を受診。

右目でモニターを見ていると、左目の瞳の表面に小さな破片が刺さっているのが見えた。

少し錆びたので、ごろごろしたのかも知れないという。目薬を処方されて、通院はその一

度だけ。しばらく目に違和感はあったが、すぐ良くなった。もし、もう少し深く瞳に刺さ

っていたら、失明もあり得ると思った。

事故原因と対策

いつもはする目を保護するゴーグルを、ちょっとの間だからとしなかった。機械的には、

サンダーは片手で持つには、意外と重く、直径も太く持ちづらい。ハウスを新しく作る時

にはよく使うが、そのほかは年間数時間しか使わない。ミツビシ製のもので親の代から40

年は使っている。トルクの関係も

あり、この太さは改良できないと

いうが、持ちやすさの工夫はでき

ないものかと思う。服装はつなぎ、

安全靴、ゴム製背抜き手袋、ニッ

ト帽着用。

ビニールハウスの補強のために、

目の高さに作業せざるを得ないパ

イプがあり、大切な目を守る必要

があった。

サンダーでのパイプのカット

は止めて、鉄パイプカッターを購

入した。価格にもよるが、高いも

のはよく切れるし、長持ちがする。

何よりも綺麗に切れるためにバリ

を除く作業が必要ない。

鉄パイプのバリを目の高さで、サンダーで取っ
ていて、バリの一部が目に入った。

いつもは、ゴーグルをしているが、この時は、
「ちょっとの間だから」としなかった。
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８．電動工具 （１）グラインダー ② ２７

ビニールハウスの鉄パイプを切ろうとして、サンダーに金属刃をつけてパイプに当て

たとき、反動で手から離れたサンダーが１回転して下から腕に当たり負傷した。

（平成27年6月中旬 午前10時半頃、男性・81歳）

事故の概況

自宅裏の大きなビニールハウスの中にもう一つの

小さなビニールハウスを作り、冬でも野菜を栽培し

ょうと思った。背の低いハウスのする必要があり、

背の高いパイプの下の部分を切断する必要があっ

た。いつもは、固定式の回転切断機を使用、がその

時貸出中であり、数本だからと思いサンダーの刃を

金属刃に替えて切断した。2本目が終わり3本目にな

り、2.83kgのサンダーが重く、反動に耐えられず。

五十肩で右手の握力が20kgを下回っていた。手袋を着用していた。

慌てて電源を左手で抜き、携帯電話で家族に連絡したが通じず、大きな道路まで腕を押

さえながら走り出た。近くの人が手ぬぐいを持ってきて止血してくれ、また、別の人が救

急車を呼んでくれ、近くの病院に搬送された。整形外科医が仮縫い止血の処置をしてくれ

た。手術室が一杯で、夜7時30分から3時間、全身麻酔で手術。汚れを除き、10cmにわたる

傷部分を細かく縫合。右腕内肘部切創（10cm）、入院4日。手術はうまくいき、1週間後に

抜糸、その後2回通院した。

事故原因と対策

固定式の電動切断機を友人に貸出中で、刃を金属刃に替えて切断しようとした。携帯電

話は、今回はあいにく通じなかった。

サンダーの刃をやすり状のものにしておけば、このような大きな反動を受けることはな

かったが、危険な金属刃に変えたために、最初の衝撃が大きく、五十肩で握力の弱った右

手では、その衝撃を押さえることはできなかった。ビニールハウスの補強のために、目の

高さに作業せざるを得ないパイプがあり、大切な目を守る必要があった。

楽々フォンの携帯電話の1は

自宅、2が奥さん、3が息子にな

っているが、息子を少し遠いと

ころにいるので、近い病院に勤

務している娘にしておけば良か

ったという。

以前、携帯電話を持っていた

ために救われたことがある。

いつも使う固定式切断機は、貸出中だった。

使用した金属刃

右手で支えきれず、手を離し、そのまま右肘に反動で当たった。
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（２）電動ノコギリ

８．電動工具 （２）電動ノコギリ ２８

ビニールハウスの木製支柱を加工しようとして、電動のこぎりを左手に持ち作業した

とき、反動で右手示指と中指を負傷した。

（平成26年12月下旬 午後３時頃、男性・75歳）

事故の概況

２年前に観測史上最高の降雪があり、ハウスの補強のため4m×9㎝×9㎝の角材をハウス

の支柱にしようとビニールハウス内で、支柱作りを開始。角材はハウス天井の斜めに降り

る鉄製の角材（4㎝×4㎝）を支えるものであり、角材の上部の中央をその4㎝に合わせて

削る加工であった。このときも大雪の予報が出ており、焦りもあった。４本目の支柱づく

りの時、角材をブロックの上に置き、4.73㎏の電動ノコを左手に持ち（左利き）、右手で

角材を押えて刃を角材にあてたとき、刃が跳ね返り、右手の示指の第一関節から切り落と

し、中指も切傷。手袋は比較的厚手のゴム手袋をしていた。

指が切れて、近くにあった水糸で止血。200m離

れた自宅に軽トラに乗って戻り、家にいた息子に

車で病院を受診。日曜日であったので、救急外来

で処置、右示指末節開放骨折、右中指DIP解放骨

折。その場で若い外科医が示指、中指を縫合。中

指は5針で済んだ。翌日から毎日消毒のために通

院。2か月目に入って、自分で消毒をするように

指示され、1週間に一度3か月通院。今は指がしび

れ、半分しか曲がらない。

事故原因と対策

電動のこぎりは、4.73㎏とそれほど重くはなかったが、

刃の目が粗く跳ね返る原因になったと考えられる。大雪

の予報があり、2年前のハウスの潰れた状況がよみがえ

り、少し焦っていた。照度は不明だが、暮れの午後であ

り、少し暗かったという。厚手のゴム手袋をしていたが、

跳ね返りを防ぐことはできなかった。

その後、電動のこぎりの刃の目が粗いために、跳ね上

がったこともあると考え、価格は高いが刃の目の細かい

ものに変更した。後で、実施してみると、チェーンソー

の方がはるかに容易に角材の加工ができ、両手で持つこ

ともできるので、安全に作業ができることが分かった。

このような大きな重い角材は、手で押さえる必要もない

ので、そのようにするべきであった。 （ハウス内の支柱）

左手に電動ノコを持ち、右手で角材を押さ
えていて、ノコが撥ねて右手指を切る


